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■多核分散型の都市構造

出典：北九州市立地適正化計画（DID人口密度）

まちなかの人口密度 政令都市比較（平成27年）

五市対等合併により、多核分散型の都市構造と
なっており、都心部の密度が低く、投資効果が薄く
なっている。

城下町（小倉）や放射型構造（黒崎）という歴史
的経緯から、街区面積が小さく、スケールメリット
を活かした大規模開発が難しい状態。

■小さな街区面積、多数の地権者

まちなかの民間投資が進まなかった理由（例）

小倉地区 黒崎地区
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■投資環境の改善
北九州市の進出企業の投資決定額は、３年連続で

過去最高を記録するとともに、ＩＴ企業の進出が加速。
小倉都心部（商業地）の地価の対前年変動率は上昇

傾向。民間開発の成功が高いポテンシャルを示す。

■地価上昇、民間開発の始動

好転の兆し（例）

BIZIA KOKURAのポテンシャル
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進出企業の投資決定額

IT企業誘致件数の推移
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ニーズ満たす最新オフィスで

相場の約３倍の賃料でも

２０社超

１００％入居率

入居数

-4%

-2%

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

2021 2022 2023 2024 2025 2026

小倉（平和通り） 天神 博多

上昇傾向

＋３.６％
＋４.７％

＋３.４％

＋０.２％＋０.０％ｰ３.１％

出典：国土交通省地価公示地情報（小倉：小倉北５－１３ 博多：博多５－１ 天神：中央５－１）

地価の変動率
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令和６年度に実施したコンサート（土･日の２日開催）では、県外からの来場が約55％であり、
来場者の約53％が市内もしくは市外に宿泊。

⇒大規模興行は、広域からの集客が見込め、北九州における消費活動を活発化する効果がある。

エンタメ機能の強化が北九州市のまちにもたらす効果

来場者のエリアの割合 日帰り・宿泊比率

宿泊日帰り

約9,200人約7,500人人数

約6,200円約3,800円食費

約3,500円約3,200円観光

約6,200円約2,400円買い物

約15,000円ー宿泊

約30,900円約9,400円合計

約３倍

興行会場周辺の１人あたりの消費額の例

※令和６年度に開催されたコンサートの場合
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黒崎エリアの主なポテンシャル

黒崎駅

黒崎中央小学校

曲里の松並木公園

コムシティ

安川電機

ひびしんホール

旧クロサキメイト

黒崎西図書館 （出展：令和7年度時点 黒崎商店街テナントリーシング実行委員会調べ）

・ 黒崎駅から、小倉駅まで20分、特急利用で博多駅まで35分、さらに筑豊電鉄や福北ゆたか線との結節点と
なっており、高い交通利便性を持っている。

・ 北側にはグローバル企業、南側には都市型住宅や学校、文化施設等があり、職住が近接している。

・ 黒崎駅周辺においては、近年、人口が増加し、地価上昇率は北九州市内でトップである。
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